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無線通信システム

無線LAN、パーソナル無線システム

無線資源の有効活用、データ伝送スループットの向上

本発明によれば、ダイナミックスペクトラムアクセスシステムにおいてデータ伝送の
スループットを向上せしめているので、逼迫している電波資源を有効に活用すること
ができる。

本発明に係る無線通信システムは、アクセスポイントAPの通信可能区域であるセル
C内にAPと無線通信ができる移動端末MSが配置されており、MSがチャンネルセンシ
ング結果を送信するとAPはデータ伝送周波数を決定すると共にデータチャンネル情
報とデータチャンネルを同時に送信する通信手順を採用することによって、ダイナミッ
クスペクトラムアクセスシステムにおいてチャンネルセンシング結果の交換による時
間遅延を原因とするデータ伝送のスループットの低下を抑制する。


